
工 事 番 号 ２３国災第１２４号

施 設 名

施 工 位 置

工 事 名

図 面

縮 尺 non 位 置

図 番 1C-99

南蒲生浄化センター

仙台市宮城野区蒲生字八郎兵工谷地第二

南蒲生浄化センター　水処理施設　災害復旧工事

し尿・汚泥処理施設(7)　　取壊し施設

仙　台　市

別紙7-11

※ EL表示は東日本大震災前の値である。

撤去済み 残置物

地
下

空
隙

埋
戻

し
済

吸
い

出
し

防
止

材
設

置
済

し尿曝気槽沈殿池・沈殿槽・2次処理ポンプ室残置物状況

別紙8-11

別紙8︓既設構造物資料



別紙8-12

し尿曝気槽沈殿池・沈殿槽・2次処理ポンプ室残置物状況

別紙8︓既設構造物資料



工 事 番 号 ２３国災第１２４号

施 設 名

施 工 位 置

工 事 名

図 面

縮 尺 non 位 置

図 番 1C-100

南蒲生浄化センター

仙台市宮城野区蒲生字八郎兵工谷地第二

南蒲生浄化センター　水処理施設　災害復旧工事

汚泥貯留槽　　取壊し施設

仙　台　市

別紙7-12

※ EL表示は東日本大震災前の値である。

吸出し防止材設置済

撤
去
済
み

残
置
物

地下空隙埋戻し済

残
置
物

撤
去
済
み

地下空隙埋戻し済

吸出し防止材設置済

吸出し防止材設置済

汚泥貯留槽残置物状況
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別紙7-13

※ EL表示は東日本大震災前の値である。

総合廃液井残置物状況

別紙8-14

別紙8︓既設構造物資料



別紙7-14

※ EL表示は東日本大震災前の値である。

残
置
物

撤
去
済
み

総合廃液井残置物状況
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別紙7-15

※ EL表示は東日本大震災前の値である。

残
置
物

撤
去
済
み

残
置
物

撤
去
済
み

残
置
物

撤
去
済
み

総合廃液井残置物状況
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案　　内　　図 S=1/20,000

処    理    方    式
水 処 理
汚泥処理

計画汚水量（日最大）
全   体

標準活性汚泥法(嫌気好気運転)

433,000ｍ／日3

処理能力（日最大）
全   体
既   設
今   回

濃縮   脱水   焼却

433,000ｍ／日3

433,000ｍ／日3

   -   ｍ／日3
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施  設  名

受 託 業 者

設 計 管 理

検 収 年 月

図 面 名 称

図 面 番 号

業務委託番号

図面種別コード

株式会社 ＮＪＳ

日本下水道事業団

南蒲生浄化センター

一般平面図

平成   年   月

縮尺 1/1,500

0-01-1593-J04

C-1

Z10128 3

【工事名称：仙台市南蒲生浄化センター災害復旧建設工事その19】

汚泥濃縮タンク

X=-194249.111
Y=  15007.814

IP.5

X=-194388.740
Y=  14909.265

No.4

X=-194477.655
Y=  14846.510

No.3
X=-194483.783
Y=  14842.185

No.2

No.1
X=-194679.118
Y=  14750.435

縮尺 A1:1/500

No.2No.1

流量計室

第二調圧水槽

：今回施工範囲

X=-194316.959

Y=  14883.103

H=3.416

QE438701

X=-194249.111
Y=  15007.814
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X=-194477.655
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X=-194483.783
Y=  14842.185
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No.1
X=-194679.118
Y=  14750.435

水 準 点 表

位　置
高　さ

番　号 ＮＯ．２
図　　示
＋４.０６８

X=-194257.218
Y=  14988.186

水準点No.2
H=4.068

X=-194257.218

水準点No.2
H=4.068
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災害復旧工事その19

災害復旧工事その21

別紙8︓既設構造物資料

水処理施設残置物状況
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No.15
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案　　内　　図 S=1/20,000

処    理    方    式
水 処 理
汚泥処理

計画汚水量（日最大）
全   体

標準活性汚泥法(嫌気好気運転)

433,000ｍ／日3

処理能力（日最大）
全   体
既   設
今   回

濃縮   脱水   焼却

433,000ｍ／日3

433,000ｍ／日3

   -   ｍ／日3

撤去対象位置図 S=1/500

施  設  名

受 託 業 者

設 計 管 理

検 収 年 月

図 面 名 称

図 面 番 号

業務委託番号

図面種別コード

株式会社 ＮＪＳ

日本下水道事業団

南蒲生浄化センター

撤去対象位置図

平成   年   月

縮尺 1/500

0-01-1593-J04

C-2

Z10128 3

【工事名称：仙台市南蒲生浄化センター災害復旧建設工事その21】

：撤去範囲

前曝気槽

沈砂池
導水渠Ａ

導水渠Ｂ

導水渠Ｃ１

導水渠Ｃ２

導水渠Ｄ１導水渠Ｄ２

導
水

渠
Ｅ

導
水

渠
Ｆ

電気室

スカム室

初沈中継盤室

合流桝

共同溝

バイパス伏越

最初沈殿池流出桝

接続桝

伏越桝(B)

最
初

沈
殿

池
流
出

水
合

流
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電
気

配
線

ピ
ッ

ト
桝

(B)

伏越桝(A)

導水渠Ｂ

採用ボーリング

（H20B-2）

※下記施設は建設工事その18,19,20工事により撤去する。
導水渠Ａ,Ｂ,Ｃ１,Ｃ２,Ｄ１,Ｄ２,Ｅ,Ｆ、前曝気槽、沈砂池、最初沈殿池2,4系
合流桝、共同溝、バイパス伏越、最初沈殿池流出枡、接続桝、伏越桝(A)(B)、

最初沈殿池流出水合流桝、電気配線ピット、初沈中継盤室、スカム室、電気室
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水処理施設残置物状況

災害復旧工事その21



施  設  名

受 託 業 者

設 計 管 理

検 収 年 月

図 面 名 称

図 面 番 号

業務委託番号

図面種別コード

株式会社　ＮＪＳ

日本下水道事業団

南蒲生浄化センター

最初沈殿池３系躯体撤去図（１）

平成   年   月

0-01-1593-J02

C-5

Z10428 3

【工事名称：仙台市南蒲生浄化センター災害復旧建設工事その21】

施工範囲

位 置 図

縮尺 1/200,1/100
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水処理施設残置物状況

災害復旧工事その21


